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全
国
こ
ど
も
政
策
主
管
課
長
会

議
資
料
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

　
二
〇
二
三
年
三
月
一
七
日
、
こ
ど
も
家

庭
庁
設
立
準
備
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

全
国
こ
ど
も
政
策
主
管
課
長
会
議
の
資
料

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
厚
生
労
働
省
の
全

国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会
議
を
引
き
継
い

だ
も
の
）。

　
資
料
か
ら
、「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」

の
参
酌
化
に
関
わ
る
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

　「（
２
）『
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
』
の

参
酌
化
に
伴
う
条
例
改
正
等
の
状
況
に

つ
い
て
」
で
、「
条
例
改
正
」
の
状
況

等
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
時
点
。
前
回
調

査
は
二
〇
二
一
年
七
月
時
点
、
前
々
回
調

査
は
二
〇
二
〇
年
九
月
時
点
）。
学
童
保

育
を
実
施
し
て
い
る
一
六
二
九
自
治
体
の

う
ち
、
六
四
九
自
治
体
で
「
人
員
配
置
・

資
格
要
件
」基
準
を
変
更
し
て
い
ま
す（
複

数
回
答
。
前
年
比
二
七
増
）。「
具
体
的
な

改
正
内
容
」
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・   
放
課
後
児
童
支
援
員
（
以
下
、支
援
員
）

等
の
員
数
に
関
す
る
改
正
…
…
六
四

自
治
体
（
前
年
比
二
〇
増
）

・   

支
援
員
の
資
格
要
件
に
関
す
る
改
正

…
…
一
一
自
治
体（
前
年
比
増
減
な
し
）

・    「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
」
修
了
要
件
の
経
過
措
置
延
長
…
…

六
二
二
自
治
体
（
前
年
比
一
七
増
）

・    

職
員
の
専
任
規
定
に
関
す
る
改
正

…
…
二
自
治
体
（
前
年
比
一
減
）

　
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
員
数
に
つ
い

て
、
国
の
基
準
（
放
課
後
児
童
支
援
員
の

複
数
配
置
が
原
則
）
と
は
異
な
る
規
定
を

設
け
た
六
四
自
治
体
の
基
準
内
容
と
自
治

体
数
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

協
議
会
だ
よ
り

・    「
支
援
員
の
一
人
配
置
を
可
と
す
る
」

…
…
四
六
自
治
体
（
前
年
比
一
四
増
）

・   「
補
助
員
の
二
人
以
上
を
可
と
す
る
」

…
…
五
自
治
体
（
前
年
比
一
増
）

・   「
支
援
員
を
置
か
ず
補
助
員
の
一
人
配

置
を
可
と
す
る
」
…
…
七
自
治
体
（
前

年
比
二
増
）

・   

そ
の
他
…
…
六
自
治
体
（
前
年
比
三

増
）

　「
②
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
改
正
さ

れ
た
人
員
配
置
・
資
格
要
件
基
準
に
つ
い

て
」
に
関
わ
っ
て
、
つ
ぎ
の
記
述
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
三
カ
年
に
わ
た
り
、
市
町

村
に
お
け
る
条
例
改
正
等
の
状
況
等
に
関

す
る
調
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
放
課

後
児
童
支
援
員
等
の
員
数
等
に
つ
い
て
設

備
運
営
基
準
と
異
な
る
規
定
を
設
け
て
い

る
市
町
村
に
お
い
て
も
、（
中
略
）
こ
ど

も
の
安
全
の
確
保
等
に
留
意
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況

や
、『
第
一
三
八
回
地
方
分
権
改
革
有
識

者
会
議 

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
』
に

お
け
る
意
見
を
踏
ま
え
、
本
基
準
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
参
酌
す
べ
き
基
準
と
す

る
」

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
二
〇
二
二
年
八
月
四
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
一
三
八
回
地
方
分
権
改
革
有
識
者

会
議 

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
」
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
（
抜
粋
し
て
紹
介
）。

○    （
司
会
）
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
及
び
員
数
に
係
る
従
う
べ
き
基
準

を
参
酌
す
べ
き
基
準
に
改
め
た
こ
と

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
安
全
が
損
な

わ
れ
る
よ
う
な
状
況
は
発
生
し
て
お

ら
ず
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
運
営
す
る
上
で
前
向
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

○    （
厚
生
労
働
省
）
地
方
公
共
団
体
か
ら

は
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
た
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
多
く
い
た
だ

い
て
い
る
。
条
例
改
正
を
行
っ
た
自

治
体
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
安
全
を

確
保
し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
維

持
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
へ
の
目
配
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り
や
関
係
者
の
調
整
等
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
や
利
用
者
の
実
情
に
応
じ

た
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

○    （
構
成
員
）
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
第

九
次
地
方
分
権
一
括
法
の
改
正
に
よ

り
事
業
継
続
や
新
規
事
業
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

点
で
、
子
ど
も
の
第
三
の
居
場
所
を

つ
く
る
と
い
う
意
味
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
政
策
と
も
関
わ
る
が
、
子
ど

も
・
子
育
て
の
政
策
に
お
け
る
こ
う

し
た
取
組
を
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
進
展
と
し
て
肯
定
的
な
形
で
評
価

し
、
自
治
体
の
背
中
を
押
し
て
い
き

た
い
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ
た
理
解

で
よ
ろ
し
い
か
。

○    （
厚
生
労
働
省
）
参
酌
化
、
標
準
化

に
関
す
る
論
評
は
難
し
い
と
こ
ろ
だ

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
未
だ
待
機
児
童
数
が
多
い

状
態
が
続
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
た

め
、
質
と
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

様
々
な
施
策
を
打
つ
こ
と
で
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
供
給
拡
大
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
六
号
）
に
お
い

て
、
都
道
府
県
等
が
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
う
ち
、「
児
童
の
安
全

の
確
保
」
に
関
す
る
も
の
は
、
国
が
定
め

る
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
二
〇
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
学
童

保
育
と
児
童
館
に
お
い
て
も
、各
事
業
所
・

施
設
が
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
（
令
和
五
年
度
は
努
力
義
務
）。

　
国
の
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
の

制
定
当
初
、
従
う
べ
き
基
準
と
定
め
ら

れ
て
い
た
職
員
の
資
格
と
配
置
基
準
は
、

二
〇
二
〇
年
四
月
以
降
、
参
酌
す
る
基
準

と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
は
、
全
国

一
律
に
行
う
必
要
が
あ
る
「
児
童
の
安
全

の
確
保
」
に
直
接
関
わ
る
の
は
指
導
員
で

あ
り
、
そ
の
資
格
と
配
置
基
準
も
当
然
、

「
従
う
べ
き
基
準
」
に
戻
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
を
取
得
す

る
に
は
、
基
礎
資
格
を
有
し
た
者
が
放

課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を
受

講
し
、「
修
了
」
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
令
和
五
年
度
予
算
案
に
お

い
て
、「
① 

研
修
計
画
を
定
め
る
」「
② 

採
用
か
ら
二
年
以
内
に
研
修
修
了
を
予
定

し
て
い
る
」
と
い
う
二
つ
の
要
件
を
満
た

し
た
場
合
は
、
研
修
を
修
了
し
て
い
な
い

者
も
放
課
後
児
童
支
援
員
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
の
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の「
み
な
し
」に
関
わ
る
措
置
は
、「
基

礎
資
格
が
あ
れ
ば
、
研
修
受
講
が
と
も
な

わ
ず
、『
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
の

役
割
及
び
育
成
支
援
の
内
容
等
の
共
通
理

解
』『
職
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
必
要
最

低
限
の
知
識
及
び
技
能
の
習
得
と
そ
れ
を

実
践
す
る
際
の
基
本
的
な
考
え
方
や
心
得

の
認
識
』
が
な
く
て
も
、
二
年
間
は
事
業

に
従
事
で
き
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
し
、
さ
ら
に
は
、「
そ
の
状
況
が
つ
づ

く
こ
と
に
年
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
大
き
な
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、「
資
格
の
必
要
性
」
が
大
き

く
揺
ら
ぐ
こ
と
で
す
し
、
さ
ら
に
は
、
放

課
後
児
童
支
援
員
は
「
誰
で
も
い
い
」
と

い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
は
ら

ん
で
い
る
と
も
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
と
生
活
を
共
に
す
る
う
え
で
必

要
な
専
門
的
な
知
識
や
技
能
、
そ
し
て
倫

理
観
を
備
え
た
「
放
課
後
児
童
支
援
員
」

と
い
う
資
格
を
持
つ
指
導
員
が
、
専
任
・

常
勤
・
複
数
体
制
で
配
置
さ
れ
、
経
験
を

蓄
積
し
、
子
ど
も
と
安
定
的
に
継
続
し
て

関
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
条
件
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
、
高
等

教
育
機
関
で
の
資
格
取
得
を
可
能
と
す
る

な
ど
、
抜
本
的
な
改
善
方
策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
今
月
号
の
巻
末
に
掲
載
し
た
全
国
学
童

保
育
指
導
員
学
校
に
誘
い
あ
っ
て
参
加

し
、
学
び
な
が
ら
、
学
童
保
育
の
役
割
や

生
活
内
容
、
指
導
員
の
仕
事
に
つ
い
て
、

自
分
た
ち
自
身
で
た
し
か
め
る
と
と
も
に

社
会
的
理
解
を
広
め
ま
し
ょ
う
。


